
流通価値の創造を通じて
人々の健康と社会の発展に貢献します。

経営理念

サステナビリティ方針

未来へつなごう
「元気と、かがやき」

企業活動指針

遵法精神に則り、正しい競争をすることは、
全従業員の質的水準を上げ、企業に変革を起こし、

お客様の喜びにつながり、さらなる企業価値向上となる。

経営方針

1. 社会から信頼される活力ある企業文化の創造
2. 株主価値を高める経営とコンプライアンスの徹底
3. 誠実で自由闊達な社風の醸成と創造性に富む人材の育成

事業フィールド

医療と健康、美

医療用医薬品等
卸売事業

動物用医薬品・
食品加工原材料卸売等

関連事業

化粧品・日用品、
一般用医薬品
卸売事業

手をつなぐ人々と、調和をイメージしたデ
ザインで、「協調・共生」と「生きるための力
強さ」を表現するとともに、お得意様や取
引先と手を携えて成長する企業、多様な方
向へ発展していく企業、人間尊重の姿勢を
持った企業であることを表現しています。

シンボルマークの紹介
経営理念と使命
メディパルグループは「医療と健康、美」の流通を安定的に支える企業として、必要な商品をお届けし、
商品を作る方 と々それを待ち望む方々の思いをつなぐ役割を担っています。
さらに、サプライチェーン全体の最適化を目指すために、無駄がなく有事にも強い物流を追求し具現化する一方で、
社会的価値の高い事業を開発・育成するなど、さまざまなイノベーションに取り組んでいます。
いつの時代においても、社会やステークホルダーのご期待にお応えできる、安全で安定した価値ある流通をご提供する卸として、
当社グループは「流通価値の創造を通じて人々の健康と社会の発展に貢献します。」の経営理念に沿って、
さらなる進化を続けていきます。
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社会課題

2000年～

● 介護保険制度スタート

● 年金・医療・保険制度の
 持続可能性
● 慢性疾患や
 生活習慣病の増加

（株）クラヤ三星堂※発足
を起点に、経営統合や業
務提携を通じて、全国を
網羅する流通プラット
フォームを構築

薬剤師の熊田佐一郎が
神戸市に「熊田三星堂
薬舗」を開業

全国流通網の形成

2005年～

● 介護保険法改正により
 予防重視型システムへ

● 医療を担う人材の確保や
 地域医療体制確保
● 医療費抑制と
 質の高い医療の両立

（株）パルタック※が加わり、
化粧品や日用品を含め、
日々の健やかな暮らしを
幅広く支える流通企業グ
ループを確立

事業フィールドを
「医療と健康、美」に
拡大

2011年～

● 東日本大震災
● 防災・エネルギー政策の
 見直し

● 被災地の医療・
 福祉体制の再構築
● 災害時の医療インフラの
 脆弱性露呈

新規事業による
価値創造

全国のインフラと人材を
活用し、PFM®＊などの新
規事業を展開。また、動物
用医薬品や食品加工原材
料などに事業分野を拡大

2019年～

● 働き方改革関連法の施行
● 新型コロナウイルス感染症
 の流行

● 医療費の抑制
● 医療ICT
 （オンライン診療など）
 の推進
● 予防医療の推進

新規事業を拡大させつつ、
さまざまな企業とパート
ナーシップを締結。社会
と顧客に貢献する新たな
枠組みを構築

新規事業拡大と
パートナーシップ
構築

2022年～

● リスキリングの推進、デジタル人材の育成・強化

● 医療現場の逼迫・医療従事者の過重労働
● ワクチン接種体制の強化
● 新型コロナウイルス感染症対策の継続
● DX（医療のデジタル化）

事業ポートフォリオのシフトと
パートナーとの協働で
変革・成長

社会の動き

2000~ 2005~ 2011~ 2019~
2014~

2022~
創業

1898

2009年～

● リーマンショックの影響
● 新型インフルエンザの流行

● 雇用不安と
 非正規労働者の増加
● 新型インフルエンザ対策
● 医師不足・勤務医の過重労働
● 医療費の増加と財政圧迫

ALC*の全国配備を進め
つつ、AR*を増やすなど
営業機能を強化

2009~
事業の革新

(年)

「2027メディパル中期ビジョン」を策定し、
ありたい姿に向けた取り組みを推進

730億円1兆

54億円
19億円

2000年度 
売上高

2000年度
経常利益

2000年度
営業利益

売上高
2024年度

3兆6,713億円

経常利益
2024年度

652億円
営業利益
2024年度

556億円

約3倍2000年度比

約12倍2000年度比

約29倍2000年度比

価値創造のあゆみ
私たちは、長年培ってきた卸としての強みを生かし、「Change the 卸」を掲げて新たな価値創造に挑むことで持続的な成長を実現します。

＊用語説明は、P.72の用語集をご参照ください※ 社名は当時のもので記載
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3
連結売上高

兆 億円6,713
連結営業利益構成比

動物用医薬品等卸売事業では、広域卸として国内唯一、全国規模の物流
ネットワークと営業体制を構築しており、全国に31の営業拠点と5つの物
流センターを展開しています。畜水産業およびコンパニオンアニマル※5向
けを中心に、動物用医薬品、サプリメント、飼料添加物、医療機器など多岐
にわたる製品を供給し、業界トップの販売実績を誇ります。また、食品加工
原材料卸売等関連事業では、食品素材・添加物、医薬品・化粧品原料、
コーティング材料、工業薬品、電子薬剤などの製造・加工・販売・輸出入
を手がける、研究開発型のメーカー兼専門商社としての機能を有してい
ます。高い品質基準と情報提供力を強みに、社会に貢献する価値ある製
品の提供を使命としています。

32.4% 1兆1,880億円
2兆3,702億円%64.5

医療用医薬品等卸売事業

化粧品・日用品、一般用医薬品卸売事業

動物用医薬品・食品加工原材料卸売等関連事業

% 280億円50.4
化粧品・日用品、一般用医薬品卸売事業

動物用医薬品・食品加工原材料卸売等関連事業

「美と健康」の領域で生活必需品をお届けする“卸”として、国内No.1
の地位を築いています。現在、約1,000社から約50,000種類もの商品
を仕入れ、ドラッグストア業態を中心にほぼ全ての主要小売業様（約
400社）と全国販売網を確立し、サプライチェーン全体の最適化・効率
化に努めています。激しい変化の時代、生活者の皆さまへ日々の暮ら
しを豊かにする商品をお届けし続けるため、中間流通業として培った
「つなぐ力」を深化・進化させ、流通のイノベーションに挑戦しています。

医療用医薬品をはじめ、医療機器・医療材料・臨床検査試薬など、未
病から診断・検査・治療・投薬に至るまでの医療に関わる商品を、13
カ所に設置された高機能物流センター ALC＊を中心に、全国の病院・
診療所や調剤薬局などに安定供給しています。また、2,300人を超え
るMR＊認定試験に合格した営業担当者（AR＊）を有しており、お得意
様はもちろん、製薬企業の皆さまにも貢献できる体制があります。 

連結会社
  （株）ＰＡＬＴＡＣ　

従業員数  　　　　   名2,283※2

取扱品 
化粧品、日用品、一般用医薬品

9,836従業員数   　　　　  名※2

連結会社
（株）メディセオ、（株）エバルス、（株）アトル、東七（株）、ＳＰＬｉｎｅ（株）、
（株）ＭＭコーポレーション、（株）アステック、（株）MVC※4、
（株）ファルフィールド、メディエ（株）、（株）プリメディカ、
（株）フローラディスカバリー、（株）エム・アイ・シー、
（株）メディパル保険サービス、
（株）プレサスキューブ、（株）メディスケット

取扱品
医療用医薬品、医療機器、臨床検査試薬など

連結会社
ＭＰアグロ（株）(動物用医薬品等卸売事業）
ＭＰ五協フード＆ケミカル（株）（食品加工原材料卸売等関連事業）

取扱品 
動物用医薬品、食品素材、食品添加物、化学製品材料など

従業員数 　  　　  名746※2

556
連結営業利益

億円

連結経常利益

億円652
連結子会社数

19社 13,061

連結従業員数

名
※1,2 127

創業年数

年

総拠点数

575カ所

連結売上高構成比

252億円%45.3
医療用医薬品等卸売事業

※3※3

% 24億円4.4※3

※3

1,168億円%3.2※3

※3

動物用医薬品・
食品加工原材料卸売等関連事業

化粧品・日用品、
一般用医薬品卸売事業医療用医薬品等卸売事業

メディパルグループの概要

＊用語説明は、P.72の用語集をご参照ください※1 持株会社である(株)メディパルホールディングスの社員を含む
※2 従業員数は就業人数であり、使用人兼務取締役は含まない
※3 セグメント間取引消去などを除いて算出しているため、合計は100％にならない

※4 （株）MVCは2025年4月1日に（株）アトルと統合
※5 伴侶動物とも表現され、日常生活の中で人とより密接な関係を保つような動物
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人々の心身共に健やかな暮らしを支えるために変革を積み重ねる

メディパルグループは、「流通価値の創造を通じて人々の健康と社会の発展に貢献します。」と

いう経営理念のもと、「医療と健康、美」のフィールドで事業を展開しています。また、ありたい姿

として「『医療と健康、美』を広げ、支え、つなぐ健康応援オーケストラ」を掲げており、ステークホ

ルダーへの価値を創造する事業を“広げ”、強固な流通インフラで“支え”、さまざまな分野のパー

トナーを“つなぐ”ことで、誰もが心身共に健やかに暮らせる社会の実現と企業価値の向上を目指

しています。

「健康応援オーケストラ」とは、従業員、グループ会社、パートナーが、それぞれの役割・強みに

磨きをかけながら、掛け合わせていくことで生まれる新たな価値によって、人々の毎日を、より健

やかに、より豊かに“つむいで”いく、――そのような私たちの思いを美しい音楽を奏でるオーケ

ストラのイメージに託したものです。 

人々の健やかな暮らしを支えていくためには、平時・有事を問わず安定的に商品を届けること

が必要不可欠であり、これは時代や状況が変わっても、決して変化することのない私たちの使命

です。日本は、地震、台風、豪雨、豪雪など自然災害の多い国です。そのため、当社グループでは

「この国で、薬を届けるという使命。」を全従業員で共有し、必要なものを、必要な時に、必要な量

だけ確実に運び届けるための体制を整えています。

当社グループは常に社会とステークホルダーからの信頼に応える“流通のライフライン”であ

りたいと考えています。

「医療と健康、美」の事業フィールドで、
新たな価値創造を通じて、人々の健康と
社会の発展に貢献していきます

社⻑メッセージ

株式会社メディパルホールディングス
代表取締役社長

渡辺 秀一
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持続的な成長に向けて5つの成長戦略を遂行

医療制度改革、少子高齢化、デジタル革新、環境意識の高まりなど、当社グループの各事業を取

り巻く環境はますます多様化・複雑化しています。特に、医療費増大に伴う社会保障制度の見直し

や頻繁な薬価改定は、医薬品卸に新たな対応を迫る大きな問題となっています。このような事業環

境の変化の中で持続的な成長を成し遂げるためには、卸としての良さを残しつつ過去の延長線上に

はない新しいビジネスモデルに変えていかなければならないと考えています。

そこで、当社グループでは「Change the 卸」と称するビジョンのもと、グループ会社やパート

ナーと連携しながら新たな価値創造に取り組んでいます。ビジョンとは夢を語るものであると考

えています。一つずつ夢を実現して、さらにその夢が次の夢につながっていくような企業グルー

プにしていきたいと思っています。

現在、私たちは、2023年3月期から2027年3月期までの5年間の中期ビジョンとして「2027メ

ディパル中期ビジョン Change the 卸 Forever　～たゆまぬ変革を～」（以下、「本中期ビ

ジョン」）に沿った取り組みを、グループ一丸となって推進しています。

本中期ビジョンでは、事業ポートフォリオのシフトとパートナーとの協働によって、5つの成長

戦略を展開し、新たな社会価値・顧客価値の創造と当社グループの持続的成長を目指しています。

「海外への進出」
ＪＣＲファーマ(株)との協働による超希少疾患領域での新薬のグローバル展開に向けた研究開発

を進めています。2024年12月には、ＪＣＲファーマ（株）が創製したムコ多糖症IIIB型に対する治療薬

（JR-446）について、国内での臨床第Ⅰ/Ⅱ相試験で、第1例目となる被験者への初回投与が行われ、

重要なマイルストンを達成しました。今後も、協働による超希少疾病用医薬品の開発を行うことで、

治療薬を待ち望んでいる患者さんに少しでも早く貢献したいと考えています。

「予防・未病、アグロ・フーズ領域の事業拡大」
健康寿命の延伸や心身共に健やかな毎日を過ごせる社会づくりのためには、病気の治療だけで

なく、未病段階での食事・セルフケア・検査が大切だと考えています。そうした中で、2024年度は子

会社のＭＰ五協フード＆ケミカル(株)とメディパルフーズ(株)の事業統合や、高付加価値な検査サー

ビスを提供する(株)プリメディカを子会社化しました。現在は、当社グループの強みを生かしなが

らこれらの会社で事業拡大に向けた商品提供やサービスの確立、顧客基盤の強化を進めています。

「デジタルを活用したビジネス基盤の強化」
近年のデジタル技術の進歩により、日々便利なサービスが生まれています。当社グループも顧

客である医療機関や小売業などの業務効率化を実現するデジタルサービスや一般生活者向けの

健やかな暮らしを支えるサービスの提供に向けて、さまざまな取り組みを進めています。この取

り組みにおいてはパートナーとなる企業の存在が必要であり、2024年度に連結子会社化した

(株)プレサスキューブをはじめ、技術力の高いパートナーとの連携により、シナジーを生み出し

続けていきます。

「持続可能な流通の構築」
流通機能は卸の重要な事業基盤であり、平時・有事を問わず安定供給を可能にする体制の

構築だけでなく、効率性・環境への配慮も重要な課題と位置付けています。「医療と健康、美」を

支える国内最大のヘルスケア物流プラットフォームである(株)メディスケットを設立し、医薬品

と臨床検査検体の共同輸配送（シェアリングロジスティクス）の導入を都市部において進めてお

り、お得意様との連携によるサプライチェーンの最適化で物流効率と生産性の向上を推進して

います。

また、(株)ＰＡＬＴＡＣでは、物流戦略拠点であるRDC*において、蓄積された物流ノウハウに

AI・ロボティクス技術を融合させた最新SPAID*モデルをさらに進化させるなど、生産性を2倍

以上に高める新物流モデルの構築に挑戦しています。

「地域医療における価値共創」
効率的な医療の実現のためには地域医療圏という考え方が不可欠です。医薬品卸の強みは、

地域の医療機関・自治体・患者さんを“つなぐ”ことができることであり、現在、神経・精神疾患領域、

希少疾患領域、女性診療科領域において、各領域に特化した専門性を有する医薬情報担当者が、

地域医療コーディネーターとして地域に根差したヘルスケア課題の解決に貢献しています。

変革とは、一朝一夕に実現するものではありません。しかし、時代の先を読み取り、挑戦という

小さな一歩を確実に積み重ねることで、未来への道が切り開かれていくと私は確信しています。

当社グループは、どのような環境変化にも柔軟に対応し、「卸」の枠組みを超えて世の中のお役に

立てる事業に挑戦していきます。

＊用語説明は、P.72の用語集をご参照ください
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変化や失敗を恐れず挑戦する企業風土の醸成

成長戦略を確かなものとする上で、その基盤の一つとなるのが「人材戦略」です。当社グルー

プは変化の激しい時代の中で持続的に成長していくために、企業価値向上の源泉である人的資

本の強化に努めています。

当社グループでは、経営理念の実現を担う人材を「未来志向型人材」と定義しており、現在、そ

のような人材が生き生きと活躍できるよう、変化や失敗を恐れず挑戦できる企業風土の醸成に

取り組んでいます。

世の中の人々の健やかな暮らしを支えているという誇りややりがいを従業員が実感しながら、

将来に向けて自らの可能性を広げていけるような挑戦ができる職場環境が、組織全体の活力を

高め、企業としての持続的な強さを育む土壌にもなると考えています。

そのためにも、従業員一人一人の心身の健康を支える施策や、ライフステージに応じた福利厚

生のさらなる充実にも力を注ぎ、多様な個性や能力を最大限に発揮してもらえる組織の実現を

目指していきます。

資本収益性の向上と株主還元の継続的実施

成長戦略を支えるもう一つの基盤が「財務戦略」です。現在、当社グループは、本中期ビジョンに

沿って、事業ポートフォリオのシフトを進めており、新たな事業への投資を積極的に行っている段階

です。一方では、東京証券取引所が要請する「資本コストや株価を意識した経営の実現」を追求し、

PBRの向上に向け、ROEの改善を重視しつつ、PERの改善も併せて推進しています。ROEは成長

戦略の実行によって本中期ビジョンの最終年度に9％の達成を目指しています。

株主還元については、株主の皆さまに対する利益配分を経営の最重要課題の一つと位置付

け、本中期ビジョン期間中の5年間累計で「株主総還元性向※40％」を目標としています。本目標

の達成のために、原則として「配当性向※を安定的に維持・向上」させることと併せ、資金需要を

総合的に見極めながら資本効率の向上と株主の皆さまへの一層の利益還元を目的とした「自己

株式の取得・消却」を弾力的に実施しています。

この考え方のもと、2025年3月期の株主総還元性向は3年間累計で40.2％となり、1株当たり

配当金は年間62円（前期から2円の増配）とさせていただきました。取得した自己株式は全て消

却しています。

今後も、事業の成長による利益成長と適切な資本政策の実施により、株式市場から評価をい

ただけるよう努めていきます。

持続可能な社会の実現と企業価値の向上

当社グループでは、成長戦略の実行においても、収益性向上と社会課題をひもづけて取り組ん

でおり、その解決とグループの持続的な成長を両立させるための重要課題（マテリアリティ）を6

項目特定しています。

中でも、当社グループの事業は、自動車などを使用した流通が不可欠であることから、温室効果ガス

排出量の削減は喫緊の課題であると捉えており、解決に向けた取り組みに注力しています。

まずは自社排出分の温室効果ガス排出量削減を第一優先として考え、電気自動車の導入や太

陽光パネルの設置などを通じて中長期目標に対して、着実に歩みを進めています。また、サプラ

イチェーン全体での削減も重要であると捉え、流通の最適化を目指した配送回数の見直しなど

の取り組みや輸送に起因する排出量削減の取り組みとしてモーダルシフトへの切り替えなど、お

得意様との双方の課題解決に取り組んでいます。

重要課題の一つである、「健全で透明性の高い企業経営」に関しては、当社連結子会社である

ＭＰアグロ(株)が、山形県が発注する豚熱ワクチンおよび公益社団法人山形県畜産協会が発注

する動物用ワクチンの入札に関し、独占禁止法の違反行為に関わり、関係者の皆さまに多大なる

ご迷惑とご心配をおかけしました。心よりおわび申し上げます。当社グループでは、本件を厳粛

かつ真摯に受け止め、これまでに取り組んできた独占禁止法遵守に関する諸施策をより一層徹

底し、社会から信頼される企業としてコンプライアンスの徹底を図り、企業価値向上に努めてま

いります。

当社グループは常に変革を目指します。変革を通じて、「医療と健康、美」の各事業分野における

長期的な成長を図り、「卸」という原点を大切にしながらも、その枠を超え、さらなる企業価値の

向上と株主価値の最大化を追求していきます。ステークホルダーの皆さまにおかれましては、変革

を通じた夢の実現にご期待いただき、引き続き変わらぬご理解とご支援を賜りますようよろしくお

願い申し上げます。

※ 本中期ビジョンに掲げた成長投資に伴い発生するのれん償却費・無形資産償却費控除前の利益に対する率
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